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平成 30 年度 

 

連携型中高一貫教育に係る入学の選抜方法・選抜基準等 

 
１ 選抜の方法 

   校長は、在籍する中学校から提出された書類及び面接・プレゼンテーションの結果を基にして選

抜を行う。  

 

２ 募集人員   

   ４０名 

 

３ 選抜基準 

連携型中高一貫教育に係る入学は、下の（１）、（２）、（３）の合計点と面接の結果を基に選抜を

行う。 

   （１） 評定点（４５点） 

調査書中の各学年の評定の合計を平均したものとする。 

 

     評定点＝
3

)()()( 中３の評定点合計中２の評定点合計中１の評定点合計 
 

 

   （２） プレゼンテーション点（２５点） 

      ※ 判定作業手順の条件１に該当する者を審議の対象とする。 

 

   （３） 出席点（３０点） 

基本点数２５点をとし、３カ年間皆出席は＋５点とする。無届けの欠席・欠課・遅刻が

ある生徒に関しては減点方式とする。（別表１） 

 

（別表１） 

回数 無届けの欠席 無届けの欠課 無届けの遅刻 

1 3 2 1 

2 5 4 2 

3 10 7 4 

4 15 11 7 

5 20 15 11 

6 以上 4×(無届欠席回数) 3×(無届欠課回数) 2×(遅刻回数) 

 

４ 調査書審査について  

    審査の結果、提出された書類中に疑義が生じた時は、ただちに在籍する中学校長に問い合わせる。

また、必要に応じて資料の再提出を求める。 

 

５ プレゼンテーション・面接について 

（１）個人で作成した資料・パワーポイント等を使用し、プレゼンテーションを実施する。 

（２）面接は、提出された連携型入学申請書（連携伊良部第１号様式）及び調査書に記載された申

告内容に基づき行う。 

（３）本校で作成した面接実施要領に基づいて実施する。 
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６ 判定作業手順（原則） 

（１）評定点・出席点・プレゼンテーション点と面接の結果をもとに合否を判定する。 

（２）下記の「条件１」に該当する者は審議を要する。審議の際は「条件２」も考慮し 

て、総合的に判断し合否を決定する。 

 

   条件１ 

    (ａ) 行動の記録：所見欄で審議が必要と認められる者 

    (ｂ) 各教科の学習の記録：３カ年の評定平均が２．６以下の者、又は 

３カ年の評定に「１」がある者 

    (ｃ) 出欠の記録 

       １) 欠席：無届欠席が各学年でいずれかで「５」日以上ある者 

       ２) 欠課：無届欠課が各学年でいずれかで「５」回以上ある者 

       ３) 遅刻：無届の遅刻が各学年でいずれかで「５」回以上ある者 

    (ｄ) 面接の判定が評価「Ｃ」の者 

    (ｅ) プレゼンテーション点が１２点以下の者 

 

条件２  

    (ａ) 評定が著しく高い者 

    (ｂ) 観点別学習状況が著しく良い者 

    (ｃ) 皆出席の者、または出席の状況が著しく良い者  

    (ｄ) 行動等の記録が著しく良い者  

    (ｅ) 欠席の理由が正当である者 
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平成 30 年度 

推薦入学における選抜方法・選抜基準等  

 

１ 選抜の方法 

   校長は、在籍する中学校から提出された書類及び面接の結果を基にして選抜を行う。   

 

２ 募集人員 

   募集定員の２０％（８名）以内とする。 

 

３ 選抜基準 

   推薦入学は、下の（１）、（２）、（３）の合計点と面接の結果を基に選抜を行う。 

   （１） 評定点（４５点） 

調査書中の各学年の評定点の合計を平均したものとする。 

 

     評定点＝
3

)()()( 中３の評定点合計中２の評定点合計中１の評定点合計 
 

 

（２） 出席点（３０点） 

基本点数２５点とし、３カ年間皆出席は＋５点とする。無届けの欠席・欠課・遅

刻がある生徒に関しては減点方式とする。（別表１） 

 

   （３） 実績点（２５点） 

４段階で評価し、評価の基準は以下の表（別表２）に従って行う。  

 

   ※  判定作業手順の条件１に該当する者を審議の対象とする。  

 

（別表１） 

回数 無届けの欠席  無届けの欠課  無届けの遅刻  

1 3 2 1 

2 5 4 2 

3 10 7 4 

4 15 11 7 

5 20 15 11 

6 以上 4×(無届欠席回数) 3×(無届欠課回数) 2×(遅刻回数) 
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（別表２）  

 Ａ段階（２５点） Ｂ段階（２０点） Ｃ段階（１５点） Ｄ段階（１０点） 

検定試験等 
英検・数検 

漢検・歴検 
○準２級以上  ○３級  ○４級  ○５級以下  

珠 算 

暗 算 
○初段以上  ○２級以上  ○３級  ○４級以下  

書 道 

美術・絵画 

○５段以上  

○県大会 (新報・タ

イムス展等 ) 優

良賞 (３位)以上  

○３～４段  

○県大会 (新報・タ

イムス展等 )佳作  

○地区大会優秀賞

以上  

○初段～２段  

○県大会 (新報・タ

イムス展等 )入選  

○地区大会優良賞

以上  

○地区大会入選  

スポーツ・ 

文化活動 

○県大会  

ベスト４以上  
○地区大会優勝  

○地区大会  

ベスト４以上  

○県大会出場  

○部活動３年間所

属  

○学校代表  

武道 
（剣道・柔道等） 

○初段以上  ○３級以上  ○５級以上  ○６級以下  

ボランティア・

社会活動 

○顕著な活動又は

対外的リーダー  

○一般的活動に７

個以上参加  

○対外的グループ

のメンバー  

○一般的活動に５

個以上参加  

○一般的活動に３

個以上参加  

○一般的活動に１

個以上参加  

役 員 
○生徒会役員  

(生徒会長 ) 

○生徒会役員  

(生徒会副会長 ) 

○ 生 徒 会 役 員 ( 書

記、会計、各種委

員会の委員長 ) 

○学級役員 (室長、

副室長 ) 

○学級役員 (書記、

会計及び各種委

員 ) 

推薦入試 

個性表現 

入試選抜委員会において審議し、上記の実績に準じてＡ段階、Ｂ段階、Ｃ段階、Ｄ

段階を判定する。  

※「スポーツ活動」については、登録メンバーを対象とする。 

※その他の実績に関しては上記の実績に準じて判定する。  

 

４ 調査書審査について  

    審査の結果、提出された書類中に疑義が生じた時は、ただちに中学校長に問い合わせる。

また、必要に応じて資料の再提出を求める。  

 

 

５ 面接について  

（１）面接は、提出された推薦申請書（推薦第２号様式）及び調査書に記載された申告内

容に基づき行う。  

（２）本校で作成した面接実施要領に基づいて実施する。  
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６ 判定作業手順（原則） 

（１）評定点・出席点・実績点と面接の結果をもとに各圏を設定する。 

（２）各圏の設定の仕方  

 

 推薦入試 

A  圏  

評定点・出席点・実績点の合計と面接結果に基づいて募集人員の８０％程度の

人数が含まれるようにＡ圏とする。  

（Ａ圏の中で下記の「条件１」のいずれかに該当する者をＡ ’とする）  

B  圏  A 圏以外の者。  

 

（３）合格者、不合格者の決め方（審議条項のチェックもこれに準じる。その際、「レ」  

を記す） 

   ア Ａ圏において、A’以外の者は合格とする。  

   イ アで合格できなかった者とＢ圏を含めて条件２により総合的に判断し、合否を判定

する。  

   条件１ 

    (ａ) 行動の記録：所見欄で審議が必要と認められる者  

    (ｂ) 各教科の学習の記録：３カ年の評定で「１」がある者、又は評定平均が２．９

以下の者 

（ｃ）  出欠の記録 

       １) 欠席：無届欠席が各学年でいずれか「５」日以上ある者  

       ２) 欠課：無届欠課が各学年でいずれか「５」回以上ある者  

       ３) 遅刻：無届の遅刻が各学年でいずれか「５」回以上ある者  

    (ｄ) 面接の判定が評価「Ｃ」の者  

 

条件２   

    (ａ) 評定が著しく高い者  

    (ｂ) 観点別学習状況が著しく良い者  

    (ｃ) 皆出席の者、または出席の状況が著しく良い者   

    (ｄ) 行動等の記録が著しく良い者   

    (ｅ) 欠席の理由が正当である者 
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平成 30 年度 

特別枠推薦入学における選抜方法・選抜基準等  

 

１ 選抜の方法 

   校長は、出身中学校から提出された書類及び面接の結果を基に、活動の内容や実績を検  

討し総合的に選抜する。  

 

２ 募集人員 

   募集定員の５％（２名）以内とする。 

 

３ 選抜基準 

（１）高校３年間の部活動を継続し、学校の活性化に貢献できる者。 

  （２）特別枠推薦入学は、下のア、イ、ウの合計点と面接の結果、活動実績内容を基に総

合的に選抜を行う。 

   ア 評定点（４５点） 

調査書中の各学年の評定点の合計を平均したものとする。 

 

     評定点＝
3

)()()( 中３の評定点合計中２の評定点合計中１の評定点合計 
 

 

イ 出席点（３０点） 

基本点数２５点とし、３カ年間皆出席は＋５点とする。無届けの欠席・欠課・

遅刻がある生徒に関しては減点方式とする。（別表１） 

 

   ウ 実績点（２５点） 

４段階で評価し、評価の基準は以下の表（別表２）に従って行う。  

（別表１） 

回数 無届けの欠席  無届けの欠課  無届けの遅刻  

1 3 2 1 

2 5 4 2 

3 10 7 4 

4 15 11 7 

5 20 15 11 

6 以上 4×(無届欠席回数) 3×(無届欠課回数) 2×(遅刻回数) 
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（別表２）  

 Ａ段階（２５点） Ｂ段階（２０点） Ｃ段階（１５点） Ｄ段階（１０点） 

書 道 

美術・絵画 

○５段以上  

○県大会 (新報・タ

イムス展等 )優良

賞 (３位 )以上  

○３～４段  

○県大会 (新報・タ

イムス展等 )佳作  

○地区大会優秀賞

以上  

○初段～２段  

○県大会 (新報・タ

イムス展等 )入選  

○地区大会優良賞

以上  

○地区大会入選  

スポーツ・ 

文化活動 

○県大会  

ベスト４以上  
○地区大会優勝  

○地区大会  

ベスト４以上  

○県大会出場  

○部活動３年間所

属  

○学校代表  

ボランティア 

活動 

○顕著な活動又は

対外的リーダー  

○一般的活動に７

個以上参加  

○対外的グループ

のメンバー  

○一般的活動に５

個以上参加  

○一般的活動に３

個以上参加  

○一般的活動に１

個以上参加  

特別枠 

推薦入試 

入試選抜委員会において審議し、上記の実績に準じてＡ段階、Ｂ段階、Ｃ段階、Ｄ

段階を判定する。  

※「スポーツ活動」については、登録メンバーを対象とする。  

※その他の実績に関しては上記の実績に準じて判定する。  

 

４ 調査書審査について  

   審査の結果、提出された書類中に疑義が生じた時は、ただちに中学校長に問い合わせる。

また、必要に応じて資料の再提出を求める。  

 

５ 面接について  

 （１）面接は、提出された推薦申請書（推薦第２号様式）及び調査書に記載された申告内容  

に基づき行う。  

 （２）本校で作成した面接実施要領に基づいて実施する。  
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６ 判定作業手順（原則） 

（１）評定点・出席点・実績点と面接の結果を総合的に判断し、合否を判定する。  

（２）下記の「条件１」に該当する者は審議を要する。審議の際は「条件２」も考慮し  

て、総合的に判断し合否を決定する。  

条件１ 

   （ａ）行動の記録：所見欄で審議が必要と認められる者  

   （ｂ）各教科の学習の記録：３カ年の評定で「１」がある者  

   （ｃ）出欠の記録  

      １）欠席：無届欠席が各学年でいずれか「５」日以上ある者  

      ２）欠課：無届欠課が各学年でいずれか「５」回以上ある者  

      ３）遅刻：無届の遅刻が各学年でいずれか「５」回以上ある者  

   （ｄ）面接の判定が評価「Ｃ」の者  

 

条件２ 

(ａ) 評定が著しく高い者  

    (ｂ) 観点別学習状況が著しく良い者  

    (ｃ) 皆出席の者、または出席の状況が著しく良い者   

    (ｄ) 行動等の記録が著しく良い者   

    (ｅ) 欠席の理由が正当である者  
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平成 30 年度  

一般入学選抜基準要領 

 

１． 各圏の設定の仕方 

    ア Ａ 圏 

        内申点、学力検査点に基づいて募集人員(連携型及び推薦合格人員を除く、以下同じ)

の 80%程度の人数が含まれるように範囲を設定してＡ圏とする。 

（Ａ圏の中で下記の「条件１」のいずれかに該当する者をＡ’とする） 

    イ Ｂ 圏 

        募集人員の 110%程度が含まれるように範囲を設定し、それからＡ圏を除いたものをＢ

圏とする。 

  ウ Ｃ 圏 

    Ａ圏とＢ圏を除いた残りをＣ圏とする。 

    

 ２．  合格者、不合格者の決め方  

   ア Ａ圏においてＡ’以外のものは合格者とする。  

   イ Ｃ圏の中で条件２の（a） ,（b） ,（c） ,（d）のいずれかに該当するものをＣ’とす

る。 

   ウ Ｂ圏の者にＡ’、Ｃ’になった者を含めて条件２の（a）,（b） ,（c） ,（d）により

総合的に判断し、合格者を決定する。  

 

  「条件１」 

    (ａ) 行動の記録  所見欄で審議が必要と認められるもの  

    (ｂ) 各教科の学習の記録  

       評定    ３カ年の評定で「１」がある者  

    (ｃ) 出欠の記録  

       1) 欠席  無届欠席が各学年でいずれか「５」日以上ある者  

       2) 欠課  無届欠課が各学年でいずれか「５」回以上ある者  

       3) 遅刻  遅刻が各学年でいずれか「５」回以上ある者  

    (ｄ) 面接の判定が評価「Ｃ」の者。  

    (ｅ) 学力検査点に「９」点以下の科目がある者  

    

「条件２」   

    (ａ) 観点別学習状況が著しく良い者  

    (ｂ) 学力検査点が著しく高い者  

    (ｃ) 内申点が著しく良い者   

(ｄ) 行動等の記録が著しく良い者 
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平成 30 年度 

 第２次募集選抜基準要領 

 

1、選抜の方法  

  選抜は、学力検査成績証明書（第１１号様式）、調査書（第２号様式）面接の結果等を資料

として総合的に選抜を行う。  

＊条件１に該当する者は審議を要する。審議の際は「条件２」も考慮して行う。  

 

   「条件１」 

(ａ) 行動の記録：  所見欄で審議が必要と認められるもの  

    (ｂ) 各教科の学習の記録  

          評定：３カ年の評定で「１」がある者  

    (ｃ) 出欠の記録  

       １) 欠席：無届欠席が各学年でいずれか「５」日以上ある者  

       ２) 欠課：無届欠課が各学年でいずれか「５」回以上ある者  

       ３) 遅刻：遅刻が各学年でいずれか「５」回以上ある者  

    (ｄ) 面接の判定に評価「Ｃ」の者  

    (ｅ) 学力検査点に「９」点以下の科目がある者  

    

「条件２」   

    (ａ) 観点別学習状況が著しく良い者  

    (ｂ) 学力検査点が著しく高い者  

    (ｃ) 内申点が著しく良い者   

(ｄ) 行動等の記録が著しく良い者  

 


